
み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

江  戸  時  代 か ら 続 い て き て 、 今 も な お  大  切 に 守 ら れ て い る 。

「 み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム 」 は そ ん な 農 業 の 仕 組 み な ん で す 。

い つ も の 風 景 の 中 で 、 梅 づ く り の 物 語 は 続 い て い ま す 。

「 み な べ・田 辺 の 梅 シ ス テム 」に つ い てくわしくは …

発行：みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会

〒645-0002 和歌山県日高郡みなべ町芝742番地（みなべ町うめ課内）　電話：0739-33-9310  FAX：0739-72-3893

和歌山の世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」
https://www.giahs-minabetanabe.jp

「みなべ・田辺の梅システム」の概要や最新ニュースをいち早くお届けします。

みなべ町ウェブサイト／田辺市ウェブサイト
● みなべ町ウ ェ ブ サ イト…http://www.town.minabe.lg.jp/
● 田辺市ウ ェ ブ サ イト…http://www.city.tanabe.lg.jp/

梅林の開花状況や、梅に関わる取り組みなどを紹介しています。

みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会　Facebook
 https://www.facebook.com/minabetanabe.wakayama.giahs/

みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会の活動の様子を紹介しています。
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み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識

梅 シ ス テ ム を 未 来 に つ な げ る た め の 方 法 は 無 限 に あ り ま す 。 梅 農 家 や 炭 焼 き 職 人 の 就 業 者 を 増 や す 、 梅 料 理 レ シ ピ を 開 発 す る 、 紀 州 備 長 炭 を 活 用 す

る な ど 生 産 や 消 費 に 関 わ る 取 り 組 み の ほ か 、 観 光 客 に 地 域 特 産 品 Ｐ Ｒ を 行 う こ と で 消 費 量 の 拡 大 に つ な が り ま す 。 私 た ち に で き る こ と か ら は じ め ま し ょ う 。
私  た  ち に  で き る こ と

十 日 え び  す
（ み な べ 町 須 賀 神 社 ）

十 日 え び  す
（ み な べ 町 須 賀 神 社 ）

撮 影 者 ： 深 見 英 雄

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）
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梅 の 品 種 の 多 く は 、 他 品 種 の 花 粉 を 受 粉 さ せ な い と 実 が な り ま せ ん 。 受 粉 の 作 業 を 手 作 業 で 行 う に は 限 界 が あ る た め 、 古 く か ら 受 粉 に は ニ ホ ン ミ ツ

バ チ が 活 用 さ れ て き ま し た 。 現 在 は 、 ニ ホ ン ミ ツ バ チ 以 外 に セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ も 活 用 さ れ て い ま す 。
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み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識
梅 の 受 粉 に は
ミ ツ バ チ が 不 可 欠

一 心 に
（ み な べ 町 南 部 梅 林 ）

一 心 に
（ み な べ 町 南 部 梅 林 ）

撮 影 者 ： 岩 崎 一 也

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）
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み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識
青 梅 と 完 熟 し た 梅
の  違  い と 活  用 法

３ 月 頃 か ら 小 さ な 梅 の 実 は 収 穫 ま で の 間 、 大 き く 成 長 し ま す 。 青 梅 は 、 一 粒 ず つ 手 も ぎ で 収 穫 さ れ ま す 。 す っ き り し た 風 味 が 梅 酒 や 梅 ジ ュ ー ス に 向 い て い ま す 。

一 方 、 完 熟 し た 梅 は 、 梅 畑 一 面 に 敷 い た ネ ッ ト で 受 け て 、 梅 を 集 め て 収 穫 し ま す 。 桃 の よ う な 芳 香 を 放 ち 、 果 肉 は や わ ら か く 、 梅 干 し に 向 い て い ま す 。

朝  の  出  会  い ！
（ 田 辺 市 下 万 呂 ）

朝  の  出  会  い ！
（ 田 辺 市 下 万 呂 ）

撮 影 者 ： 中 家 英 夫

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）
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愛 ら し く 香 り が 豊 か な 梅 は 日 本 人 に 愛 さ れ て き ま し た 。 現 代 の お 花 見 は 桜 が 一 般 的 で す が 、 そ れ は 江 戸 時 代 か ら の こ と 。 奈 良 時 代 の お 花 見 は 、 梅

の 花 が 好 ま れ ま し た 。 梅 の 家 紋 は  1 0 0  種 類 以 上 、 万 葉 集 で は 梅 を 詠 ん だ 歌 が  1 1 0  首 も あ り 、 梅 の 人 気 を う か が わ せ て い ま す 。

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識
奈 良 時 代 の お 花 見 は
梅  の  花 が  好 ま れ た

2 0 2 2

3

2 7 2 8 2 9 3 0

51 2 3 4

6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9

2 0 2 1 2 2 2 3 2 4

3 1

2 5 2 6

日 月 火 水 木 金 土

筋 の 桜
（ み な べ 町 筋 ）

筋 の 桜
（ み な べ 町 筋 ）

撮 影 者 ： 久 保 正 一

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）
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海 辺 と 山 間 が 隣 接 す る み な べ ・ 田 辺 地 域 は 、 豊 か な 自 然 を 守 り な が ら 農 業 を 営 ん で き ま し た 。 そ の 結 果 、 メ ジ ロ や ウ グ イ ス を は じ め ハ イ タ カ 、 オ オ タ カ 、

セ ト ウ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ な ど の 希 少 生 物 も 多 数 生 息 し て い ま す 。 ま た 、 み な べ 町 の 千 里 の 浜 は 本 州 一 の ア カ ウ ミ ガ メ の 産 卵 地 に も な っ て い ま す 。
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み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識
み な べ ・ 田 辺 地 域 で
暮 ら す 生 き 物 た ち
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リ ラ ッ ク ス タ イ ム
（ 田 辺 市 下 万 呂 ）

リ ラ ッ ク ス タ イ ム
（ 田 辺 市 下 万 呂 ）

撮 影 者 ： 中 家 英 夫

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）
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ウ メ 知  識

室 町 時 代 末 期 、 日 照 り で 作 物 が 育 た ず 人 々 が 苦 し ん で い ま し た 。 神 様 の お 告 げ を 聞 い た 後 奈 良 （ ご な ら ） 天 皇 が 、 ６ 月 ６ 日 に 賀 茂 神 社 へ 梅 を 奉 納 し

て 祈 願 す る と 、 大 雨 が 降 っ た そ う で す 。 そ の 雨 は 「 梅 雨 」 と 呼 ば れ 、 紀 州 梅 の 会 で は ６ 月 ６ 日 を 「 梅 の 日 」 と 定 め ま し た 。

「 梅 の 日 」 の 言 い 伝 え と
梅 雨 の 由 来
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丹 精 込 め て 、 皆 美 人
（ 田 辺 市 中 芳 養 ）

丹 精 込 め て 、 皆 美 人
（ 田 辺 市 中 芳 養 ）

撮 影 者 ： 中 山 義 康

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）

4

5 梅 の 日

先 負

仏 滅

友 引

先 負

先 負先 勝 先 勝

仏 滅

仏 滅

仏 滅

大 安

大 安

大 安

先 負 仏 滅 赤 口 先 勝

友 引

友 引

赤 口

大 安 赤 口

先 勝 友 引 先 負

赤 口

赤 口

友 引

先 勝

先 勝



日 月 火 水 木 金 土

6 8 973 4 5

1 3 1 5 1 61 41 0 1 1 1 2

2 0 2 2 2 32 11 7 1 8 1 9

2 9 3 02 82 4 2 5 2 6

1 22 6 2 7 2 8 2 9 3 0

7
2 0 2 2

8 6

7 8 9 1 0 1 1 1 2

1 2 3 4 5

1 3

1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0

2 1 2 2 2 3 2 4

3 1

2 5 2 6 2 7

2 8 2 9 3 0

日 月 火 水 木 金 土2 0 2 2

6
6 7 8 9 1 0

1 2 3

1 1

1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8

1 9 2 0 2 1 2 2 2 3

3 0

2 4 2 5

2 6 2 7 2 8 2 9

日 月 火 水 木 金 土

4

5

2 7

3 1

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識

農 業 シ ス テ ム に 関 連 し た 祭 事 ・ 行 事 や 地 域 の 絆 が あ る こ と も 、 世 界 農 業 遺 産 に 認 定 さ れ る 条 件 の 一 つ 。 み な べ ・ 田 辺 地 域 に は 、 伝 統 的 な 祭 事 や 行 事 が 残 っ

て い ま す が 、 梅 の 日 の 奉 納 や 古 城 梅 奉 納 奉 告 祭 、 梅 供 養 な ど 、 梅 に 関 す る 新 し い 神 事 、 仏 事 も 始 ま り 、 新 た な 伝 統 と な り つ つ あ り ま す 。 祭 事 や 行 事 は

梅 の 収 穫 に 感 謝 し 、 地 域 の 絆 が 深 ま る 機 会 と な っ て い ま す 。

み な べ ・ 田 辺 地 域 に
残 る 伝 統 行 事 の 数 々

笠 鉾 巡 行
（ 田 辺 市 鬭 鷄 神 社 前 ）

笠 鉾 巡 行
（ 田 辺 市 鬭 鷄 神 社 前 ）

撮 影 者 ： 堀 内 勇

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）
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2 4 2 6 2 72 52 1 2 2 2 3

3 1 2 312 8 2 9 3 0

5 63 1 1 2 3 4
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日 月 火 水 木 金 土

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識

昔 か ら 梅 干 し を 作 る 際 、 一 粒 一 粒 の 梅 を 手 で コ ロ コ ロ と ひ っ く り 返 し な が ら 天 日 干 し を 行 っ て い ま す 。 そ の こ と か ら 、 梅 を ま ん べ ん な く 干 す た め に 上

下 を ひ っ く り 返 す 作 業 を 「 コ ロ を す る 」 と 言 っ て い ま す 。 こ の 言 葉 は 、 み な べ ・ 田 辺 地 域 だ け で 使 わ れ て い る 言 葉 で す 。

梅 干 し 「 コ ロ を す る 」
っ  て  何  の  こ  と ？

天 日 干 し
（ 田 辺 市 下 三 栖 ）

天 日 干 し
（ 田 辺 市 下 三 栖 ）

撮 影 者 ： 玉 置 秀 夫

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）

1 0 山 の 日

友 引

先 負

先 勝

友 引

友 引赤 口 友 引

先 負

先 負

先 負

赤 口

仏 滅

仏 滅

仏 滅

仏 滅 大 安

先 勝
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大 安

仏 滅 大 安

先 勝 友 引

大 安

大 安

先 勝

赤 口

赤 口

仏 滅 赤 口大 安



日 月 火 水 木 金 土

7 9 1 084 5 6

1 4 1 6 1 71 51 1 1 2 1 3

2 1 2 3 2 42 21 8 1 9 2 0

2 8 3 0 12 92 5 2 6 2 7

2 32 8 2 9 3 0 3 1 1

9
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2 3 4 5 6 7 8

9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5
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日 月 火 水 木 金 土2 0 2 2

8 6

7 8 9 1 0 1 1 1 2
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3 1

4 5

1 3

1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0

2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7

2 8 2 9 3 0

日 月 火 水 木 金 土

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識

み な べ ・ 田 辺 地 域 で は 、 梅 以 外 に も 多 様 な 農 作 物 が あ り 、 米 や キ ャ ベ ツ 、 ブ ロ ッ コ リ ー 、 イ チ ゴ 、 エ ン ド ウ 、 ミ ニ ト マ ト な ど が 栽 培 さ れ て い ま す 。 ま た 、

和 歌 山 県 の 特 産 品 で も あ る ミ カ ン や ハ ッ サ ク な ど の 柑 橘 類 も 多 く 栽 培 さ れ て い て 、 豊 か な 自 然 の 恵 み を 味 わ う こ と が で き ま す 。

み な べ ・ 田 辺 地 域 の
多 様 な 農 作 物

赤 と 白
（ み な べ 町 南 部 川 河 川 敷 ）

赤 と 白
（ み な べ 町 南 部 川 河 川 敷 ）

撮 影 者 ： 中 家 正 博

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）

秋 分 の 日敬 老 の 日
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先 勝

友 引

友 引赤 口 赤 口
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仏 滅
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先 勝
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日 月 火 水 木 金 土

5 7 862 3 4

1 2 1 4 1 51 39 1 1

1 9 2 1 2 22 01 6 1 7

2 6 2 8 2 92 72 3 2 4 2 5

2 8 3 0 12 92 5 2 6 2 7
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日 月 火 水 木 金 土

1 8

3 0 3 1

1 0 ス ポ ー ツ  の 日

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識

弁 慶 ま つ り は 、 1 9 8 7  年 に 始 ま っ た 比 較 的 新 し い 祭 り で 、 梅 関 連 会 社 を は じ め と す る 企 業 や 団 体 か ら の 協 賛 金 や 一 般 か ら の 募 金 で 成 り 立 っ て お り 、 3 0

回 を 超 え る 地 域 の 新 た な 伝 統 行 事 と な っ て い ま す 。 毎 年  1 0  月 に 開 催 さ れ ま す が 、 こ の 時 期 は そ の 年 に 収 穫 し た 梅 の 梅 干 し が 出 回 る 時 期 に あ た り ま す 。

地 域 と 地 域 産 業 で
開 催 す る 伝 統 行 事

2 0 2 2

9 3

4 5 6 7 8

1

9

2
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1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7

1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4

2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0

日 月 火 水 木 金 土

弁  慶  ま  つ  り ス  タ ー ト
（ 田 辺 市 鬭 鷄 神 社 ）

弁  慶  ま  つ  り ス  タ ー ト
（ 田 辺 市 鬭 鷄 神 社 ）

撮 影 者 ： 鈴 木 文 代

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）
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日 月 火 水 木 金 土
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日 月 火 水 木 金 土

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識
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日 月 火 水 木 金 土

田 辺 湾 の 北 側 に 突 き 出 た 岬 の 「 天 神 崎 」 は 、 緑 豊 か な 丘 陵 部 と 干 潮 時 に 出 す 平 ら な 岩 礁 で 形 成 さ れ て い て 、 森 ・ 磯 ・ 海 の 三 者 が 一 体 と な っ て 一 つ の 生 態 系

を 作 り 、 豊 か な 自 然 が 残 っ て い ま す 。 引 き 潮 時 で 潮 位 が 1 5 0  ～ 1 4 0 c m  程 度 に な る と 岩 礁 に た ま っ た 水 が 綺 麗 に 反 射 し 、 ウ ユ ニ 塩 湖 の よ う な 景 色 に な っ て い ま す 。

里  山 ・ 里  地 ・ 里  海
そ れ ぞ れ の 生 態 の 多 様 性

水  辺  の  ア  ー ト
（ 田 辺 市 天 神 崎 ）

水  辺  の  ア  ー ト
（ 田 辺 市 天 神 崎 ）

撮 影 者 ： 小 池 安 彦

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）

勤 労 感 謝 の 日

文 化 の 日

山 祭 り の 日
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日 月 火 水 木 金 土

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

ウ メ 知  識
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日 月 火 水 木 金 土

炭 焼 き 工 程 の ク ラ イ マ ッ ク ス と も い え る 窯 出 し 。 1 0 0 0 ℃ を 超 え る 高 温 の 中 、 1 0  時 間 も の 重 労 働 に 耐 え 、 「 エ ブ リ 」 と い う 長 い 金 属 の 棒 で か き 出 す 紀

州 備 長 炭 。 そ の 美 し く 黄 金 色 に 輝 く 炭 が 連 な る 風 景 は 格 別 で す 。 窯 口 で 皮 を 焼 き 落 と し 、 灰 と 赤 土 の 粉 を 混 ぜ た 素 灰 を か け て 消 火 し て 、 完 成 で す 。

黄 金 色 に 輝 く
紀 州 備 長 炭 の 窯 出 し

伝 統
（ み な べ 町 ）

伝 統
（ み な べ 町 ）

撮 影 者 ： 岩 崎 一 也

※ 祝 日 法 の 改 正 な ど に よ り 、 祝 日 ・ 休 日 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。 （ ２ ０ ２ 1  年  1 0  月 末 時 点 の 情 報 に 基 づ く ）

世 界 農 業 遺 産 認 定 の 日
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み な べ ・ 田 辺 地 域 の 梅 栽 培

み な べ ・ 田 辺 地 域 に は 、 梅 栽 培 を 中 心 に 続 い て き た 農 業 形 態 や 文 化 、 景 観 が あ り ま す 。

こ の 世 界 に 誇 れ る 農 業 シ ス テ ム を 、 こ れ か ら も 守 り 、 つ な げ て い き ま し ょ う 。

ず っ と 続 い た こ の 仕 組 み を 、 こ れ か ら も 守 り た い 。 世 界 に 誇 れ る 、 み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム 。

日 本 に あ る 世 界 農 業 遺 産 新 潟 県
ト キ と 共 生 す る 佐 渡 の 里 山

宮 城 県
持 続 可 能 な 水 田 農 業 を 支 え る

「 大 崎 耕 土 」 の

伝 統 的 水 管 理 シ ス テ ム

静 岡 県
静 岡 水 わ さ び の 伝 統 栽 培

－ 発 祥 の 地 が 伝 え る 人 と わ さ び の 歴 史 －

平 成  2 3  年 度

徳 島 県
に し 阿 波 の

傾 斜 地 農 耕 シ ス テ ム

平 成  2 9  年 度

平 成  2 9  年 度

平 成 ● 年 度 … 認 定 さ れ た 年 度

熊 本 県
阿 蘇 の 草 原 の 維 持 と

持 続 的 農 業

平 成  2 5  年 度

平 成  2 9  年 度

岐 阜 県
清 流 長 良 川 の 鮎

－ 里 川 に お け る 人 と 鮎 の つ な が り －

平 成  2 7  年 度

大 分 県
ク ヌ ギ  林 と た め  池  が つ な ぐ

国 東 半 島 ・ 宇 佐 の 農 林 水 産 循 環

平 成  2 5  年 度

石 川 県
能 登 の 里 山 里 海

平 成  2 3  年 度

静 岡 県
静 岡 の 茶 草 場 農 法

平 成  2 5  年 度

宮 崎 県
高 千 穂 郷 ・ 椎 葉 山 の

山 間 地 農 林 業 複 合 シ ス テ ム

平 成  2 7  年 度

み  な  べ ・ 田  辺  の

梅 シ ス テ ム の 価 値

薪 炭 林 が 山 を 守 っ て い る
炭 の 原 料 と な る 薪 炭 林 を 育 て る こ と で 、 斜 面 の 崩 落 を 防 ぎ ま

す 。 水 分 と 同 時 に 養 分 も 含 ま れ る た め 、 多 様 な 生 物 が 住 み 、

農 業 に も 適 し た 元 気 な 山 が  守 ら れ て い ま す 。

薪 炭 林 を 残 す こ と で 斜 面 の 山 崩 れ

を  防  ぎ  、  受  粉  に  は  ニ  ホ ン ミ ツ  バ  チ

を 利 用 す る な ど 、 多 く の 生 き 物 や

植 物 が 関 わ り あ う 中 で 梅 を 生 産 し

て き た 、 4 0 0 年 前 か ら 受 け 継 が れ

て い る 農 業 の 仕 組 み を 、 こ れ か ら

も  守  り  つ  な  げ  て  い  く こ と  で  す  。

み な べ ・ 田 辺 地 域 の 梅 栽 培 は 、 江 戸 時 代 か ら 始 ま り ま し た 。 や せ 地 が 免 租 地 と

な る た め 、 そ こ に 梅 を 栽  培 し た の で す 。 難 し い 栽  培 に も 負 け ず 新 し い 梅  の  品  種

を 次 々 と 生 み 出 し 、 地 域 の 風 景 や 産 業 と し て 、 な く て は な ら な い 存 在 と な り ま し た 。

み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム は 、 平 成  2 7  年 に 世 界 農 業 遺 産 に 認 定 さ れ ま し た 。 こ れ は 、

社 会 や 環 境 に 適 応 し な が ら 継 承 さ れ て き た 独 自 性 の あ る 農 林 水 産 業 な ど の 保 全 ・ 継

承 を 目 的 と し た 認 定 制 度 で 、 世 界 で  6 2  地 域 が 認 定 さ れ て い ま す （ 令 和  2  年  6  月 現 在 ） 。

ミ ツ バ チ が 梅 の 受 粉 を サ ポ ー ト
み な べ ・ 田 辺 地 域 で 栽 培 し て い る 梅 の 多 く は 、 他 品 種 の 花 粉

で 受 粉 し な い と 実 を つ け ま せ ん 。 手 作 業 で 行 う の は 難 し い た

め  、  古 く か ら ニ ホ ン ミ ツ  バ チ を 活  用 し て き ま し た  。

生 産 者 と 加 工 業 者 の 連 携
み な べ ・ 田 辺 地 域 で は 、 生 産 者 が 収 穫 し た 梅 を 塩 漬 け し 、 天

日 干 し ま で を 行 う 一 次 加 工 を 担 い 、 加 工 業 者 は 、 は ち み つ 梅

干 し な ど の 様 々 な 味 付 け を 行 う 二 次 加 工 を 行 っ て い ま す 。

す べ て を つ な ぐ 生  態  系
み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム に よ っ て 、 自 然 環 境 が 守 ら れ て き ま

し た 。 元 気 な 山 で は 多 種 多 様 な 生 物 が 暮 ら し 、 農 業 や 生 活 が

営 ま れ る な ど 、 生 態 系 が 維 持 さ れ て き ま し た 。

世 界 農 業 遺 産 っ て な に ？

人 々 の  努  力 が  実  を 結 ん だ

み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム の

世 界 農 業 遺 産 認 定

ロ ゴ マ ー ク に は 、 梅 の 実 と 花 、 ミ ツ バ チ が 描

か れ て い ま す 。 薪 炭 林 の 山 、 製 炭 、 川 が 流 れ

広 が る イ メ ー ジ で 、 み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム

の 振 興 と 発 展 を 願 っ た も の で す 。 平 成 2 6 年 2

月 か ら 勉 強 会 や 研 修 会 を 行 い 、 平 成 2 7 年 1 2

月 に 世 界 農 業 遺 産 に 認 定 さ れ ま し た 。 み な べ ・

田 辺 の 梅 シ ス テ ム は 、 地 域 の 人 々 の 協 力 と 努

力 な し に は 語 れ な い 、 世 界 に 誇 る べ き 宝 で す 。
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崩 落 防 止
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生 物
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ニ  ホ ン ミ ツ  バ  チ  に よ る 受  粉

梅  を  育  て る

炭  を  つ  く る
薪 炭 林 の 再 生 利 用

●   土  が  流  れ る の を 防 ぐ

●  水 分 を 保 つ

●  梅 の 木 へ の 栄 養 の 補 給

草 を 活 か す

水 を た め る

水 田 、 そ の 他

多 様 な 農 作 物

み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ  ム

和 歌 山 県
み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム

平 成  2 7  年 度



み な べ・田 辺 の 梅 シ ス テ ム

江 戸 時 代から続いてきて、今もなお 大 切に守られている。

「みなべ・田辺の梅システム」はそんな農業の仕組みなんです。

いつもの風景の中で、梅づくりの物語は続いています。

「  み  な  べ ・ 田  辺  の  梅  シ  ス  テ ム  」 に  つ  い  て く わ し く は  …

発 行 ： み な べ ・ 田 辺 地 域 世 界 農 業 遺 産 推 進 協 議 会
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和 歌 山 の 世 界 農 業 遺 産 「 み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム 」
htt p s: / / w w w. gi a h s - mi n a b et a n a b e.j p

「 み な べ ・ 田 辺 の 梅 シ ス テ ム 」 の 概 要 や 最 新 ニ ュ ー ス を い ち 早 く お 届 け し ま す 。

み な べ 町 ウ ェ ブ サ イ ト ／ 田 辺 市 ウ ェ ブ サ イ ト
● み な べ 町 ウ  ェ  ブ  サ  イ ト … htt p: / / w w w.t o w n. mi n a b e.l g.j p /
● 田 辺 市 ウ  ェ  ブ  サ  イ ト … htt p: / / w w w. cit y.t a n a b e.l g.j p /

梅 林 の 開 花 状 況 や 、 梅 に 関 わ る 取 り 組 み な ど を 紹 介 し て い ま す 。

み な べ ・ 田 辺 地 域 世 界 農 業 遺 産 推 進 協 議 会 　 F a c e b o o k
 htt p s: / / w w w.f a c e b o o k. c o m / mi n a b et a n a b e. w a k a y a m a. gi a h s /

み な べ ・ 田 辺 地 域 世 界 農 業 遺 産 推 進 協 議 会 の 活 動 の 様 子 を 紹 介 し て い ま す 。


